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第７回 北広島市長期総合計画審議会 議事録 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

■日 時 平成22年2月3日（水）18：00～19：30 

■会 場 芸術文化ホール活動室1.2 

■出席委員 

村山紀昭会長、穴田廣光委員、伊藤寛委員、鵜木一任委員、宇田川留美子委員、内手進委員、 

遠藤智恵子委員、岡喜美江委員、岡本若子委員、桂裕章委員、川島光行委員、三瓶徹委員、 

杉本修委員、鈴木康照委員、冨田忠行委員、長井敏行委員、根岸敏子委員、槇武弘委員、 

森國聡委員、森永正造委員、吉田俊一委員、吉田正男委員 

■欠席委員 

麻生昌裕委員、大川壽雄委員、大木克夫委員、大谷惠一委員、菊池重敏委員、小池隆史委員、 

斎藤洌委員、藤野伸之委員 

■事務局 

高橋通夫企画財政部長、木下信司総合計画課長、 

前野康弘総合計画課主査、川村裕樹総合計画課主任 

■傍聴 1名 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

１．開 会 

欠席委員および配布資料の確認を行った。 

 

２．会長あいさつ 

 

【会長】今日は、前回の会議後、個別に意見をもらったものについて事務局の方で整理し、

その内容について確認していく。また、3月に予定している総合計画フォーラムについて

も意見交換を行う。事務局より前回意見についての対応等の説明をまずお伺いする。 

 
３．議事 

事務局から資料「1 月 20 日提示案に対する審議会委員の意見等の取扱いについて」に基

づき説明。 

 

【会長】今の説明について何か意見はないか。大きな項目では、3番目の人口や13番の市民

の概念などが非常にわかりやすくなった。市民の概念を通勤者や他のものも含むという

ことが明記されたので、ここに住んでいる人だけではなくて、このまちに通勤、通学し

ている人、それからこのまちで営業している人なども含むということになったので、明

確になったかと思う。指標については、かなり抑えた数値もあるが、農業粗生産額は２

億増、商業販売額は結構上積みしている。1,800億から2,000億ということで、ただ勝手

に数字を書き込むと、なかなか難しい問題が起こるかもしれない。そういう点では、少
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し抑え気味かもしれない。何か意見はないか。 

 

【委員】11ページの将来人口の設定のところで、結局今回の総合計画の人口設定は、最終

年度で、61,500人としており、グラフの上の方には人口問題研究所の数値が書いてあり、

下の方には市の推計人口が書いてある。61,500人がこの長期計画の基本的な数字である

とすれば、もっと太く書いて、それで人口問題研究所のグラフ、市の推計人口をもうち

ょっと薄目に書くとか、真ん中の61,500人がポイントだと思うので、表現を工夫された

らどうかと思う。 

 

【会長】グラフの将来人口部分を実線にして、イメージを変えたいと思う。ごみの排出量

には具体的な数字が入っているが、今後これが生きているとすれば、市民も努力して協

力していかなければならないということになる。そんなに簡単ではないのでしょう。前

回説明する時間がなかったのですが、この数字は1人1日当たり794グラムで、これを610

グラムに下げるということである。 

 

【事務局】比較として、平成20年の北海道の数値が1,134グラムということで載せている。

北広島市は現状で794グラムで、北海道全体に比べると相当減らしているということにな

る。そこからさらに610グラムまで市民の皆さんにやっていただくという、相当努力しな

ければならない数値だと思う。 

 

【会長】教育・文化分野の目標値はどういう評価したらいいか。「人が困っているときは、

進んで助けたいと思う児童生徒の割合」を、現状では小学校77.5％、目標値85％。アン

ケートの設問の仕方で、かなり数値が変わることが予想される。家で宿題をちゃんとや

るということについては現状が88％、27年には95％、32年には100％にする。これは大変

である。でも、これは励みになるかもしれない。学校で先生方、市としてこういうもの

が掲げられたということでいうと、励みにしてもらえればいいと思う。「不登校の児童生

徒の割合」は難しいと感じている。全体にわたって何かありますか。前回の審議会以降、

６人の方から意見の提出があった。それを今日、こういうふうに整理したということで

ある。それでは、審議会としては、これでまとめたということにしたいと思うが、北広

島市総合計画（第５次）の原案として、この審議会で確定してよろしいか。 

 

（「はい」という声あり） 

 

【会長】どうもありがとうございました。重点プロジェクトの三つは本当に大事で、この

まちを元気にするために住民も行政も両方がこの三つをいつも念頭に置いて、協力し進

めると、前進していけるのではないかと思う。子育てを大事にしよう、安心して子ども

を産み育てられる、そして子どもが元気よく育っていく、こういうまちにしよう。それ

から、色々な工夫をして、にぎわい・魅力を考えていこう。これも非常に大事である。
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住みたくなる地域づくりについても幅広い。この三つを整備していくというようなとこ

ろである。これは10年間の計画の中の核になるものだと思う。もうちょっと踏み込んで、

具体的なユニークな項目も入れてもどうかと思ったが、しかしこのぐらいにしておいて、

中身は前文にも書いてあるように、市民と行政が一緒にこれはできるということで、こ

の程度ぐらいにしておいた方がいいと思う。プロジェクトという表現については、もと

もとは投げかけるという意味らしい。そういう意味では能動的な表現というか、何かを

やろうとする主体的、能動的な姿勢を示す言葉だというふうに受けとっていけばいいの

ではないかと思う。総合計画の中で、この三つを軸に据えて、意識的にまちづくりを進

める。その旗印になるのが、その三つの重点プロジェクトだと私なりに思っている。 

 
４．総合計画フォーラムについて 

 

【会長】3月11日にこの場所で、総合計画に関するフォーラムを実施するというふうに市の

方で計画している。まだ確定していないが、そのフォーラムの案がある。総合計画とい

っても、市民の関心度は必ずしも高いものではない中で、少しでも色々な方の関心を呼

び起こしたいという思いでやろうということである。今の段階で考えているプランを事

務局より説明してもらい、皆さんの意見を聞きたいと思う。参加募集人数は最大何人く

らいか。 

 

【事務局】100人程度と考えている。 

 

【会長】11日は委員の皆さんには率先して参加していただきたい。また周りの方に声をか

けてもらい、ぜひ参加してもらえればと思う。それでは、事務局より説明してもらう。 

 

【事務局】３月11日の午後６時から８時位で開催したいと考えている。主催は市で、内容

は、市長あいさつ、次に話題の提供と書いておりますが、これは講演にあたる。パネル

ディスカッションに向けた話題を提供するというような意味で、話題の提供という言葉

を使っている。講演してもらうのは林美香子さんで、現在慶應義塾大学大学院の教授で

キャスターもやっている。以前ＳＴＶのアナウンサーをやっていて、今は独立し、ＦＭ

のＡＩＲ-Ｇでは、番組を持っている。農業、環境、農と食、農村と都市などについて大

変詳しい方である。林さんの講演を30分程度、その後にパネルディスカッションという

ことで、村山会長にコーディネーターをお願いし、パネリストとして林さんに入っても

らう。それから上野市長。あと１人～２人については現在調整中です。余りかしこまら

ない、身近な感じのイベントにして、とにかくパブリックコメントの期間中でもあるの

で、多くの人に知ってもらいたいというのが一番のねらいである。 

 

【委員】大変いいことだと思うのですが、関係者以外の人が急に講演を聞きに来てもパネ

ルディスカッションに参加できるということか。 
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【会長】参加できる。 

 

【委員】了解した。 

 

【会長】だれでも参加はできる。 

 

【事務局】林さんの講演が終わったら、パネリストとコーディネーターが出て、そしてパ

ネルディスカッションが始まるという形を考えている。 

 

【会長】私はコーディネーターというか、司会役になっている。できるだけ参加者からも

意見をいただくような、市民参加型にしたいと思っている。 

 

【委員】参加される市民の人数が大事だと思うが、ここの委員の１人で３人ぐらいずつ誘

ってくれば90人になる。あとは、市の広報が１日と15日に発刊されるので、ぜひ活用さ

れたらいかがかと思う。 

 

【事務局】３月１日に掲載する。 

 

【委員】新聞などにも掲載してはどうか。 

 

【事務局】チラシ、ポスター、新聞、ホームページに掲載し周知する。 

 

【委員】ＦＭ放送も活用すべき。 

 

【事務局】ＦＭ放送でもＰＲする。 

 

【会長】林美香子さんは私もよく知っている人で、皆さんになじみやすいと思う。今、北

海道の中で色々な面で発言していて、特に食、農業、第一次産業、それからまちづくり

の事例を調査していて、道内の小さな町などのそれで新しい取組みなどをよく知ってい

る。元アナウンサーでもあり、比較的なじみやすく話をしてもらえると思う。パネリス

トについては、このまちに住んでいて、色々な分野で活動されている方がいいと思って

いる。大学の先生のかた苦しい話を聞くという会議ではなくて、市民参加型がいいかと

私はイメージしている。皆さんにはぜひ二人、三人と声かけてもらいたい。商工会等の

組織にお願いすれば人は集まるのかもしれないが、本当に関心のある人に来てもらうこ

とが大事だと思う。 

 

【事務局】事前に申込みを受けて、手話通訳と託児の準備もする。 
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【会長】林美香子さんですから、女性ファンもいると思うので、ぜひ女性の方にも声をか

けてもらえればと思う。 

 

【委員】その日は大学の後期試験の前日で日程的に参加することが難しい。 

 

【委員】確認だが、日程は決定なのか。 

 

【事務局】日程は決定である。 

 

【会長】私が勝手に考えているのだが、少しでも和やかに、来てよかったなと思える形で

行いたいので、例えば休憩時間には、地元のピアニストに演奏してもらってはどうかと

思っている。 

 

【委員】ＡＩＲ-Ｇを聞いていたので、林美香子さんを見てみたいという単純な思いはある。

演奏を入れるのはいいと思うが、ピアノより違う楽器の方がいいと思う。 

 

【会長】地元のだれかに協力してもらえればと思う。福祉関係ではどうか。 

 

【委員】高齢化が進んでいるので、これからのまちづくりを考えるに当たっては、そうい

う関係者も関心はあると思うので、声かけをしたいと思う。 

 

【会長】林さんは、道内のここのまちでは、こんなユニークなことをやっていますという

ような話をすると思う。パネルディスカッションでは重点プロジェクトの三つの内容に

ついて議論をすると思う。議論するといっても、市内に住んでいる方の現状を踏まえて、

こういうことを願いたい、期待したいという声を出してもらって、それを市長にも聞い

てもらって、市長に答えてもらうと、そういうように進むと思う。そのときには、例え

ば介護問題、福祉問題も一つのテーマになる。市民から二、三名の方に発言してもらい、

林さんは専門家の立場からコメントしてもらい、市長は市の行政の責任者の立場から発

言してもらうイメージだと思う。にぎわいをどうつくるか、実際にユニークな活動をさ

れている方が出てきて、こんなことをやっていますというようなことを発言してくれる

といいのだが、そのような方がいれば後日事務局に紹介してほしい。この審議会委員の

中からでもいいとも考えたが、内輪でやっている感もあるので、審議会以外の人でアク

ティブに活動されている方が良いかと思う。３月11日はよろしくお願いしたい。 
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５．今後の予定 

【事務局】３月10日に審議会の開催を予定していたが、開催しないこととした。３月中は

パブリックコメント期間中で、審議会は開催しないことにしたい。パブリックコメント

でどんな意見が出るかわからないが、それを受けて、４月に開催したいと考えている。

出てきた意見の内容により今後の会議の回数は流動的となることを了承願いたい。市長

に4月下旬に答申書を渡してこの審議会は終了となる。その後は、基本構想が議会の議決

事項になので、６月の定例会に基本構想案を提出する予定としている。 

 

【会長】議会での議論が始まるのは６月以降か。 

 

【事務局】現在議会には、特別委員会が設置されており、その中で議論は並行して進んで

いる。提案してからの議論は６月以降となる。 

 

【会長】特別委員会には提案しているのか。 

 

【事務局】特別委員会では審議会で説明しているのと同じ資料は渡しているが、詳しい説

明はしていない。 

 

【会長】これからとなるのか。 

 

【事務局】今後説明していくこととなる。 

 

【会長】３月は審議会はないが、３月11日のフォーラムには参加をお願いしたい。４月下

旬にパブリックコメントで提出された意見によっては、調整のために会議を開催するか

もしれない。特に問題がなければ、直ちに答申を提出するという協議も含めた会議を開

催し、終了したいと考えている。それから、皆さんの意向もあるかと思うが、最終的に

答申を出した後自由参加、会費制で審議会の御苦労さん会をやりたいと思っている。 

 

【委員】フォーラムのチラシは、各町内会には配付するのか。 

 

【事務局】全部の町内会に回覧することとしている。 

 

【委員】電話で申し込むことは可能か。 

 

【会長】申込みはできるだけ簡単にしていただく。 

 
６．閉会 


